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基本計画
点検評価表



【基本目標１】市民一人ひとりの個性を大切にし、生涯にわたる自主的な学習を支える図書館

１ 市民ニーズに応える蔵書構築を目指します

１　資料の充実

２ 各世代の成長過程に配慮したサービスを行います

１　乳幼児サービスの充実

３ 視聴覚資料の充実を図ります

１　聴覚資料の充実

４ 現在の図書館サービスでは十分対応できない方へのサービスの充実を図ります

２　障害者サービスの充実

５ 市民と市民をつなぐ活動を積極的に行います

１　市民文化活動の拠点

６ 西多摩の市町村・昭島市及び立川市との連携を継続します

１　西多摩の図書館との広域利用や昭島市、立川市との相互利用の継続

【基本目標２】市民が利用しやすく快適な空間のある図書館

７  どこに住んでいても図書館サービスを受けられる体制を目指します

２　駅のブックポスト返却資料の回収継続

８ より利用しやすく快適な図書館を目指します

２　「読書・学習コーナー」の設置

９ より安全で安心して利用できる図書館を目指します

１　震災対策を推進

【基本目標３】市民の課題解決に役立つ図書館

10 暮らしや仕事、地域の課題解決に役立つ図書館を目指します

１　相談業務（レファレンス・サービス）の充実

11 ＩＣＴ（情報通信技術）等を活用し、市民の課題解決に役立つ図書館を目指します

１　ＩＣＴ等を活用した図書館サービスの充実

【基本目標４】家庭・地域・学校の教育力の向上を支え、読書の大切さを発信する図書館

12 図書館は市内の各種機関と協働を進めることで、家庭・地域・学校の教育力の向上を支援します

２　学校司書と連携し学校図書館の充実

13 図書館は市民との協働を進めることで、家庭・地域の教育力の向上を支援します

１　おはなしボランティアとの協働を推進

14 家庭・地域・学校に読書の大切さを発信します

１　おはなしボランティアグループと協働で読書の大切さを発信

【基本目標５】地域資料の充実を図り、地域文化の継承と創造に寄与する図書館

15　デジタル資料を含めた地域資料の収集と提供を進めます

３　地域資料の調査・研究の相談、支援の充実

16　行政機関・議会への資料・情報提供を進めます

１　行政機関サービスの充実

【基本目標６】長期的な視点にたった図書館運営を行い成長する図書館

17

１　「福生市人材育成基本方針」に基づく専門的職員の育成
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福生市立図書館基本計画　点検評価表

基
本
目
標

施
策

事　　　業
区
分

令和４年度事業目標
指
標

取　組　結　果

自
己
評
価

第
三
者
評
価

第三者評価コ　メ　ン　ト
（福生市図書館協議会）

【基本目標１】市民一人ひとりの個性を大切にし、生涯にわたる自主的な学習を支える図書館
１ 市民ニーズに応える蔵書構築を目指します

１　資料の充実
新
規

・中央館休館に伴い分館でも利用者のリクエスト等に応
えられるよう、専門的な分野の図書を購入する。

記
述

　普段分館では購入しない専門的な本でも、利用者から
の要望があれば購入するなど、積極的な収集に努める
とともに、中央図書館が購入している全集等に欠番を生
じないように継続的な収集に努めた。

A

２ 各世代の成長過程に配慮したサービスを行います

１ 乳幼児サービ
スの充実

新
規

・乳幼児おはなし会休止中に行った０－２歳向けおすす
め絵本を再開後も図書館ホームページにて掲載する。
［指　 標］おすすめ絵本のホームページ掲載
［目標値］年４回更新
［参　 考］令和３年度実績　12回

数
値

 
[おすすめ絵本のホームページ掲載]
【目標達成率】100％
［実績値］４回
<図書館コメント>
　令和４年５月からの乳幼児おはなし会再開に伴い、そ
れ以降の更新からは年４回の実施に変更し、目標値を
達成することができた。

A

３ 視聴覚資料の充実を図ります

１　聴覚資料の
充実

継
続

・CDの全５分類について、購入割合の低いジャンルの
充実を図る。
［参   考］令和３年度実績
Ｙ９（日本のポップス等）　29.9％
Y１～８（海外のポップス、ジャズ等）　39.2％
W（児童関係）　11.4％
R（クラシック）　11.4％
B（その他の音楽）　3.4％
G（音楽以外）　4.7％

記
述

　
　B（その他の音楽）、G（音楽以外）の購入割合を増やし
た。購入割合の高かったＹ９（日本のポップス）につい
て、重複タイトルを無くすことにより購入点数を抑え、幅
広いジャンルを購入した。
　令和４年度は、わかぎり50枚購入・わかたけ47枚購
入。
Ｙ９（日本のポップス等）　18.6％
Y１～８（海外のポップス、ジャズ等）　43.3％
W（児童関係）　15.5％
R（クラシック）　6.2％
B（その他の音楽）　8.2％
G（音楽以外）　8.2％

A

【凡例】 評価基準
　A：計画通り実施し、一定の成果があった。　B：概ね計画通りだが、不十分な点や今後の課題が残った。
　C：不十分な点や課題も多く計画通りにはいかなかった。　－：次年度以降計画予定。

A

   中央図書館の休館中に分館で購入した
本について、今後は中央図書館にあった
方が活用できると思われる本は、中央図
書館の蔵書とすることも検討してほしい
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福生市立図書館基本計画　点検評価表

基
本
目
標

施
策

事　　　業
区
分

令和４年度事業目標
指
標

取　組　結　果

自
己
評
価

第
三
者
評
価

第三者評価コ　メ　ン　ト
（福生市図書館協議会）

【基本目標１】市民一人ひとりの個性を大切にし、生涯にわたる自主的な学習を支える図書館
４ 現在の図書館サービスでは十分対応できない方へのサービスの充実を図ります

２ 障害者サービ
スの充実

新
規

・分館での大活字本の提供を行う。
記
述

　分館で大活字本を展示し、利用者に提供した。また、
広報紙に大活字本のリストを掲載し、周知を図った。

A

５ 市民と市民をつなぐ活動を積極的に行います

１ 市民文化活動
の拠点

継
続

・分館の広報紙を年４回発行する。発行した広報紙は、
図書館ホームページに掲載する。
［指　 標］図書館各館の広報紙の発行回数
［目標値］分館３館　年４回
［参　 考］令和３年度　分館３館各年４回

数
値

［図書館各館の広報紙の発行回数］
【目標達成率】100％
［実績値］わかぎり図書館　年４回
　　　　    わかたけ図書館　年４回
　　　      武蔵野台図書館　年４回
<図書館コメント>
 分館３館とも目標値を達成することができた。

A

６ 西多摩の市町村・昭島市及び立川市との連携を継続します

１ 西多摩の図書
館との広域利用
や 昭島 市、 立川
市との相互利用
の継続

継
続

・西多摩地域との広域利用、及び昭島市・立川市との相
互利用について、積極的な周知を行う。

記
述

　令和３年度に引き続き、広域・相互利用について、図
書館HP、ポスター、チラシに加え、西多摩地域ではオリ
ジナルトートバッグの配布など行い周知を図った。
　中央図書館の休館に伴い、積極的に広域・相互利用
を案内した。

A

【凡例】 評価基準
　A：計画通り実施し、一定の成果があった。　B：概ね計画通りだが、不十分な点や今後の課題が残った。
　C：不十分な点や課題も多く計画通りにはいかなかった。　－：次年度以降計画予定。

A

　中央図書館の再開後も、分館で引き続き
提供してほしい。障害者サービスとして
は、特別な配慮を必要とする子どもを対象
としたコーナーの設置等についても検討し
てほしい。

　チラシの場所が分かりづらいと感じた。
周知の際には、分かりやすい場所に置い
てほしい。
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福生市立図書館基本計画　点検評価表

基
本
目
標

施
策

事　　　業
区
分

令和４年度事業目標
指
標

取　組　結　果

自
己
評
価

第
三
者
評
価

第三者評価コ　メ　ン　ト
（福生市図書館協議会）

【基本目標２】市民が利用しやすく快適な空間のある図書館
７  どこに住んでいても図書館サービスを受けられる体制を目指します

２ 駅のブックポ
スト返却資料の回
収継続

継
続

・図書館、駅設置の返却ポストの周知を行う。他の公共
施設等に設置することを検討する。

記
述

  窓口での周知を図るとともに、駅設置の返却ポストの
ポスターを作成し、各図書館に掲示した。駅設置の返却
ポストには、年末年始を除き24時間利用可能である旨
の掲示を行った。また、HPに駅設置の返却ポストの写
真を掲載し、分かりやすい表示に努めた。新たな返却ポ
スト設置については、今後他の公共施設等に設置する
ことを検討した。

A

８ より利用しやすく快適な図書館を目指します

２　「読書・学習
コーナー」の設置

新
規

・分館での新規、増設について検討する。
記
述

　学習席のなかった武蔵野台図書館に新たに学習コー
ナーを２席新設した。スペースの関係で読書席の机有
の席数は減少したが、仕切板や個別照明により、１席毎
の環境は向上した。

A

９ より安全で安心して利用できる図書館を目指します

１　震災対策を
推進

新
規

・高い位置の書架から図書が落下しないように見まわる
とともに、落下防止金具等の設置を検討する。

記
述

　高い位置から図書が落下しないように、職員が書架整
理等の際、安全確認に努めた。
　落下防止金具等の設置については、わかたけ図書館
は既に設置されており、武蔵野台図書館も高所の書架
が無いため、設置不要。わかぎり図書館のみ対応が必
要であったが、令和４年度に落下防止バーを新たに設
置した。

A

【凡例】 評価基準
　A：計画通り実施し、一定の成果があった。　B：概ね計画通りだが、不十分な点や今後の課題が残った。
　C：不十分な点や課題も多く計画通りにはいかなかった。　－：次年度以降計画予定。

A

  検討の結果、他施設への設置には至ら
なかったとのことで残念である。 24時間利
用できない箇所でもニーズはあると考え
る。今後も検討課題としてほしい。
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福生市立図書館基本計画　点検評価表

基
本
目
標

施
策

事　　　業
区
分

令和４年度事業目標
指
標

取　組　結　果

自
己
評
価

第
三
者
評
価

第三者評価コ　メ　ン　ト
（福生市図書館協議会）

【基本目標３】市民の課題解決に役立つ図書館

10 暮らしや仕事、地域の課題解決に役立つ図書館を目指します

１ 相談業務（レ
ファレンス・サービ
ス）の充実

新
規

・分館のレファレンスサービスを継続する。
［指　 標］クイックレファレンスの件数
［目標値］前年比10%増
［参　 考］令和３年度クイックレファレンス件数
　　　　　　わかぎり図書館　   875件
　　　　　　わかたけ図書館  1,355件
　　　　　　武蔵野台図書館    804件　合計3,034件

数
値

［クイックレファレンスの件数］
【目標達成率】63%増
［実績値］
わかぎり図書館  　1,587件
わかたけ図書館  　2,653件
武蔵野台図書館      710件　合計4,950件
<図書館コメント>
 わかぎり図書館、わかたけ図書館は目標値を達成
し、分館合計では目標値を達成することができた。

A

　わかぎり・わかたけ図書館の件数増は
評価するが、武蔵野台図書館の減は残念
である。３館とも利用者は増えているた
め、集計方法の定義に相違があった結果
件数に差が出てはいないか、全館で再度
良く確認し、今後に生かしてほしい。

11 ＩＣＴ（情報通信技術）等を活用し、市民の課題解決に役立つ図書館を目指します

１　ＩＣＴ等を活用
した図書館サービ
スの充実

新
規

・分館に自動貸出機を各１台導入する。
記
述

　分館３館に自動貸出機を各１台導入し、令和５年２月
より運用を開始した。利用者へ分かりやすい利用方法
を伝えるための動画を作成公開して、周知に努めた。

A

【基本目標４】家庭・地域・学校の教育力の向上を支え、読書の大切さを発信する図書館

12 図書館は市内の各種機関と協働を進めることで、家庭・地域・学校の教育力の向上を支援します

２　学校司書と連
携し学校図書館
の充実

新
規

・中央図書館休館中、その蔵書の一部を調べ学習用図
書及び、児童・生徒への貸出用図書として学校図書館
に貸出を行う。

記
述

　中央図書館の休館対応で、業者預入れとなる蔵書を
活用し、市内小中学校10校に令和４年度中、1,622冊の
図書の貸出（そのうち1,002冊は調べ学習用）を行った。

A

13 図書館は市民との協働を進めることで、家庭・地域の教育力の向上を支援します

１　おはなしボラ
ンティアとの協働
を推進

新
規

・ボランティアと協働して事業を行う。
［指　 標］ボランティアの事業参加数
［目標値］10事業
［参　 考］令和３年度実績　８事業

数
値

［ボランティアの事業参加数］
【目標達成率】100%
［実績値］10事業
<図書館コメント>
 わかぎり、武蔵野台図書館にて、新たなボランティア
参加があったことにより、目標値を達成することができ
た。

A

14 家庭・地域・学校に読書の大切さを発信します

１　おはなしボラ
ンティアグループ
と協働で読書の
大切さを発信

継
続

・ボランティアの意見を取り入れ、読み聞かせコーナー
の図書の入替を行う。

記
述

   令和４年度は、武蔵野台図書館でボランティアの意
見を取り入れ、読み聞かせコーナーの図書65冊の入替
を行った。

A

【凡例】 評価基準
　A：計画通り実施し、一定の成果があった。　B：概ね計画通りだが、不十分な点や今後の課題が残った。
　C：不十分な点や課題も多く計画通りにはいかなかった。　－：次年度以降計画予定。

A

A

   館によっては、利用が少なく感じる。積
極的に周知してほしい。
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福生市立図書館基本計画　点検評価表

基
本
目
標

施
策

事　　　業
区
分

令和４年度事業目標
指
標

取　組　結　果

自
己
評
価

第
三
者
評
価

第三者評価コ　メ　ン　ト
（福生市図書館協議会）

【基本目標５】地域資料の充実を図り、地域文化の継承と創造に寄与する図書館
15 デジタル資料を含めた地域資料の収集と提供を進めます

３　地域資料の調
査・研究の相談、
支援の充実

新
規

・分館にも地域資料の所蔵があり、利用できることを周
知を行う。

記
述

  武蔵野台図書館では、地域資料の展示を行い地域資
料の周知に努めた。
　わかぎり・わかたけ図書館は行政資料の更新を行っ
た。

A

16 行政機関・議会への資料・情報提供を進めます

１　行政機関サー
ビスの充実

新
規

・新聞記事索引の庁内提供を引き続き行う。
［指　 標］　福生市役所職員向けの提供回数
［目標値］　年45回以上作成する。
［参　 考］　令和３年度実績　年50回

数
値

［福生市役所職員向けの提供回数］
【目標達成率】100％
［実績値］年50回
<図書館コメント>
　５月連休と年末年始を除き、休むことなく提供し、目標
値を超えて達成することができた。

A

【基本目標６】長期的な視点にたった図書館運営を行い成長する図書館
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１　「福生市人材
育成基本方針」に
基づく専門的職員
の育成

継
続

・内部研修の実施により、職員能力の向上を図る。
記
述

  令和３年度に引き続き、都立図書館からの借用と他市
町村図書館との相互協力業務について内部研修を行
い、業務の共有化を図った。

A A

【凡例】 評価基準
　A：計画通り実施し、一定の成果があった。　B：概ね計画通りだが、不十分な点や今後の課題が残った。
　C：不十分な点や課題も多く計画通りにはいかなかった。　－：次年度以降計画予定。

A

　わかぎり・わかたけの行政資料の更新に
ついて確認したところ、遅れていたとのこと
であった。　行政資料については毎年出版
のある資料が多く、更新は大事なことなの
で、遅延のないよう、きちんと継続的に更新
をしてほしい。
　また地域資料は、手に取ってもらいづらい
現状があると感じる。多くの方に利用しても
らえるよう、例えば展示回数を増やすと言っ
た対策を行い、利用増に努めてほしい。

5


